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町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

水
稲
を
主
体
と
し
た
経
営
が
大
半

を
占
め
、
町
の
産
業
の
中
核
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
現
状
を
見
る
と
、

高
齢
化
に
よ
る
離
農
者
も
近
年
増

加
傾
向
で
、
農
家
人
口
は
平
成
17

年
で
336
世
帯
、
1,022
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
の
畑
作
は
、
土
地
利
用
型

農
業
と
し
て
、
気
象
条
件
や
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
生
産
が
行
わ

れ
て
お
り
、
生
産
か
ら
販
売
に
向

け
た
活
動
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
雪
が
多
い
当
町
で
は
、

降
雪
時
の
除
雪
対
策
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
り
、
冬
期
間
の
ハ
ウ
ス

を
利
用
し
た
栽
培
な
ど
は
困
難
で

普
及
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、｢

い
ま
べ
つ
野
菜
の

会

(

代
表

本
郷
良
克)｣

で
は
、

平
成
14
年
か
ら
二
股
地
区
の
ガ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
を
町
か
ら
借
り
受
け
、

夏
は
、
な
す
や
ほ
う
れ
ん
草
、
冬

は
寒
じ
め
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草
の

栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
６

シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
ま
し
た
。

品
種
は
、｢

朝
霧｣

を
使
用
し
、

黒
マ
ル
チ
栽
培
を
行
い
ま
す
。

直
播
栽
培
は
10
月
上
旬
に
種
を

蒔
き
、
移

植
栽
培
で

は
Ｊ
Ａ
東
つ
が
る
育
苗
セ
ン
タ
ー

で
育
苗
さ
れ
た
苗
を
10
月
下
旬
頃

に
ハ
ウ
ス
内
へ
１
本
づ
つ
移
植
し
、

12
月
中
旬
か
ら
２
・
３
日
に
一
度

の
ペ
ー
ス
で
出
荷
さ
れ
、
一
回
の

出
荷
量
は
約
15
箱

(

１
箱
20
袋
入

り)

程
度
で
２
月
上
旬
頃
ま
で
出

荷
さ
れ
ま
す
。

(

※
１
袋
あ
た
り
200
ｇ
、
150
円
程

度)主
な
出
荷
先
は
青
森
市
場
で
、

市
内
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
や
ジ
ャ

ス
コ
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
暖
か
い
日
が
続
き
、
ち

ぢ
み
が
若
干
少
な
い
も
の
の
、
糖

度
が
高
く
甘
味
が
あ
り
美
味
し
い

出
来
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
消
費
者
か
ら
も
食
味

の
良
さ
か
ら
高
評
価
を
得
て
お
り
、

県
内
だ
け
で
は
な
く
、
県
外
か
ら

の
注
文
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
現
在
は
生
産
量
に
限

り
が
あ
り
、
注
文
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
生
産
量
の
少
な
い
の
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
は
作
付
面
積
の
拡
大
に
よ
る
、

出
荷
量
の
増
大
を
検
討
し
、
今
別

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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あおもり協立病院産婦人科では､ 思春期のための携帯サイ
トを開いています｡ またコール相談も行っています｡ カラダ
のこと､ ココロのこと､ 性のことに関する不安やギモンに専
門家がメールでわかりやすくお答えします｡
もちろん無料サイトです｡ ご利用をお待ちしてます｡
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青森保健大学では ｢10代の性を考える会｣ で､

性に関する様々な疑問や悩みを抱えている方々
を支援するための活動を行っています｡
週１回電話相談を行っていますので､ ご利用

下さい｡

電話相談は､ 毎週火曜日 17時～20時
(毎週火曜日夕方のみ)
電話番号 ０１７－７６５－４１１２

こ
の
度
、
東
部
漁
業
協
同
組
合
内
に
お

い
て
、
138
周
年
灯
台
記
念
日
航
行
援
助
業

務
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
が
、
青
森
海

上
保
安
部
井
上
雅
英
部
長
よ
り
、
組
合
長

田
中
勝
英
氏
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
漁
業
協
同
組
合
は
、
一
本
木
港
大

泊
北
防
波
堤
灯
台
の
灯
火
監
視
協
力
団
体

と
し
て
、
10
年
余
の
長
期
に
わ
た
り
献
身

的
に
灯
火
の
監
視
に
従
事
し
、
航
行
援
助

業
務
の
推
進
に
寄
与
し
た
功
績
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
組
合
長
は

｢

今
後
も
事
故
の
無
い

よ
う
、
灯
火
の
監
視
に
務
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す｣

と
述
べ
ま
し
た
。

｢
第
12
回
元
気
な
か
っ
ち
ゃ
の
味
自
慢
・

う
で
自
慢』
が
１
月
19
日
・
20
日
の
両
日
、

青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
東
青
地
区
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
特
産
品
の
販
売
に
、
約
4,000
人
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
大
川
平
加
工
グ
ル
ー
プ

(

代
表

小
鹿
久
子)

、
ザ
・
あ
っ
ぱ
〜
ズ

(

代
表

間
山
ち
よ)

、
西
部
漁
協
女
性
部

(

代
表

川
村
禮
子)

、
農
協
女
性
部

(
代

表

川
村
弘
江)

が
参
加
し
、
４
グ
ル
ー

プ
が
町
の
特
産
物
を
使
用
し
た
、
独
自
の

加
工
食
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
方
々
は

｢

毎

年
参
加
し
て
い
る
が
、
他
の
地
域
も
常
に

新
し
い
特
産
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

私
た
ち
も
町
特
産
品
の
開
発
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
貢

献
し
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
今
別
中
学
校
に
お
い
て
子

育
て
講
座
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
あ
お
も

り
協
立
病
院
副
院
長
・
婦
人
科
医
の
平
岡

友
良
先
生
を
迎
え

『

思
春
期
の
心
や
身
体

に
つ
い
て』

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は

『

性
感
染
症
の
危
険
を
伝

え
、
家
族
の
役
割
や
人
間
関
係
、
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
も
含
め
た
予
防
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
、
現
代
の
中
高
校
生
の
実

態
と
し
て
、
性
体
験
を
容
認
す
る
高
校
生

は
70
％
、
中
学
生
は
50
％
と
、
青
森
県
は

10
代
の
妊
娠
中
絶
が
多
い
。
さ
ら
に
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
の
氾
濫
で
、
若
者
の
性
交
体

験
率
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
性
感
染
症

検
査
の
た
め
来
院
す
る
若
者
が
増
加
し
て

い
る
。
正
し
い
性
教
育
を
し
な
い
と
、
望

ま
な
い
妊
娠
も
増
加
し
て
い
く』

な
ど
、

切
実
な
現
状
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
60
名
の
方
々
は
、
様
々
な
面

か
ら
親
や
大
人
が
、
性
の
問
題
を
今
の
時

代
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
子
ど
も
達
を
守

ろ
う
と
、
真
剣
に
受
講
し
必
要
性
を
痛
感

し
た
一
日
で
し
た
。
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教
育
委
員
会
で
は
、
版
画
づ
く

り
を
通
し
て
、
自
ら
学
ぶ
こ
と
や

想
像
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
見
い

だ
し
、
何
事
に
も
意
欲
を
持
っ
て

学
ぼ
う
と
す
る
心
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
に
、
こ
の
ほ
ど
、
中
央
公

民
館
に
お
い
て
荒
馬
っ
子
ス
ク
ー

ル

｢

版
画
教
室｣

を
開
催
し
ま
し

た
。15

名
の
参
加
者
は
、
板
に
自
分

の
好
き
な
図
柄
を
書
き
、
彫
刻
刀

を
自
在
に
操
り
な
が
ら
彫
り
、
色

を
つ
け
て
仮
刷
り
や
彫
る
と
こ
ろ

の
強
弱
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
い
よ
い
よ
本
番
刷
り
、

参
加
者
は
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
、
と
て
も
上
手
に
完
成

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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教
育
委
員
会
主
催
の
荒
馬
っ
子
ス
ク
ー

ル

｢

ス
キ
ー
教
室｣

が
、
１
月
13
日
か
ら

14
日
の
２
日
間
、
岩
木
山
百
沢
ス
キ
ー
場

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
ー
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
主
性
や
協
調
性
を
養
う
と
と
も
に
、
丈

夫
な
体
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
ほ
と
ん
ど
が

初
滑
り
で
、
最
初
は
上
手
に
乗
れ
な
い

子
ど
も
達
も
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経

ち
慣
れ
て
く
る
と
、
雪
が
降
り
続
く
中
、

寒
さ
を
忘
れ
て
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ス
キ
ー
で
汗
を
流
し
た
後
は
、
宿
泊

先
の
岩
木
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し
、
施
設
の
利
用
や
寝
具
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
後
、
早
速
子
ど

も
達
は
、
自
主
的
に
布
団
を
敷
い
た

り
と
、
積
極
的
に
動
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
お
風
呂
に
皆
ん
な

で
入
り
、
冷
え
切
っ
た
身
体
を
温
め

な
が
ら
、

｢

も
っ
と
上
手
く
滑
る｣

な
ど
と
目
標
を
立
て
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
天
候
も
良
く
、
前
日
よ

り
も
上
達
し
た
滑
り
で
、
子
ど
も
達

は
指
導
者
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
思

い
っ
き
り
ス
キ
ー
を
満
喫
し
、
ス
キ
ー

教
室
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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平
成
18
年
度
今
別
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
が
、
町
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

ク
ラ
ブ
主
催
で
12
月
16
日
町
立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
県
内
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
や
中
高
校
生
約
60
名
の
選

手
が
参
加
し
、
各
部
門
に
お
い
て
選
手
た
ち
が
、
日
頃
の
練
習
で

磨
き
上
げ
た
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
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�
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�

１
位

澤

田

晃

希

(

今
別
小
３
年)

２
位

川

村

紘

平

(

今
別
小
２
年)

�
�

�
�
	
�

�
�
�

１
位

濱

野

聖

亜

(

三
�
小
４
年)

２
位

木

立

渉

(

六
郷

(

黒
石)

小
４
年)

�
�

�
�
	
�

�


�

１
位

澤

田

朱

里

(

今
別
小
５
年)

２
位

最

上

茉
莉
菜

(

今
別
小
６
年)

３
位

木

立

遥

香

(

六
郷

(

黒
石)

小
４
年)

�
�

�
�
�
�

１
位

澤

田

悠

太

(

今
別
中
１
年)

２
位

工

藤

祥

多

(

黒
石
中
２
年)

３
位

川

浪

光

輝

(

今
別
中
１
年)

�
�

�
�


�

１
位

森

田

佳

菜

(

今
別
中
２
年)

２
位

佐

渡

継

美

(

今
別
中
１
年)

３
位

須

藤

咲

弥

(

今
別
中
２
年)

�
	

�
�
�

※
中
学
３
年
含
む

１
位

下

川

英

知

(

今

別
２
年)

２
位

澤

田

大

樹

(

今
別
中
３
年)

３
位

相

内

秀

紀

(

今

別
２
年)

�
	

�


�

１
位

嶋

中

智

慧

(

青
森
北
１
年)

２
位

菊

池

翔

子

(

田
名
部
２
年)

３
位

沼

田

彩

佳

(

今

別
２
年)
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今
別
保
育
園

(

田
中
良

光
園
長)

で
は
、
第
２
回

ク
リ
ス
マ
ス
お
遊
戯
会
を

12
月
16
日
に
開
催
し
ま
し

た
。54

名
の
園
児
た
ち
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
、
毎
日

一
生
懸
命
練
習
し
た
遊
戯

や
楽
器
、
英
語
劇
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら

同
園
ホ
ー
ル
を
訪
れ
た
父

母
や
祖
父
母
が
、
園
児
た

ち
の
晴
れ
姿
を
カ
メ
ラ
に

収
め
な
が
ら
、
大
き
く
成

長
し
た
我
が
子
を
見
守
り
、

会
場
は
、
拍
手
の
渦
に
つ

つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
遊
戯
会
終
了

後
、
会
場
に
登
場
し
た
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
、
園

児
た
ち
に
一
足
速
い
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈

ら
れ
、
園
児
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
。

12
月
21
日
、
同
園
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
も
ち
つ
き

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
か
わ
い
い
お

孫
さ
ん
の
た
め
に
、
約
50

名
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
き
ね

で
も
ち
を
つ
く
と
、
園
児

た
ち
は

｢

よ
い
し
ょ
、
よ

い
し
ょ｣

と
大
き
な
掛
け

声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
負

け
じ
と
園
児
た
ち
も
交
代

で
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
も
ち
は
、

雑
煮
や
あ
ん
こ
も
ち
に
し

て
、
み
ん
な
で
味
わ
い
、

中
に
は
お
代
わ
り
を
す
る

園
児
も
い
て
、
み
ん
な
美

味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
ま
ゆ

玉
を
つ
く
り
、
紅
白
の
小

さ
い
も
ち
を
枝
に
つ
け
た

り
、
飾
り
付
け
を
し
て
、

み
ん
な
で
も
ち
つ
き
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。
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12月15日､ かねてから当紙面でも募集しておりました､ 第２回
健康教室が開催されました｡ 当日は14名の方が参加し､ 健康運動
指導士 (保健師) による生活習慣病予防のための講話､ 運動を実
施しました｡ 運動実践ではストレッチ体操､ ボールなどを使った
体操､ ウォーキングなど､ みなさん笑顔で参加されていました｡
最後にアロマ効果のあるマッサージを全員で行い､ あわただし

い毎日の中で精神的にリラッ
クスできる時間を作ることが
健康へ及ぼす影響なども学んでいました｡
みなさん積極的に参加されており､ 次回への意欲がみられました｡

次回開催は当紙面で募集しますので､ 興味ある方は毎月注意深く
｢こんにちは｡ 保健師です｣ をご覧ください｡
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毎年､ 冬になるとやる気が起きなかったり､ 気分
が落ち込んで何もしたくない､ 甘いものが欲しくなっ
たり食欲がでるという方はいませんか｡ このような
症状を特徴とする ｢冬季うつ｣｡
これは､ 冬期間の日照時間が少なくなることが原
因とされています｡
ほとんどの方が春になると自然に改善しますが､
もしも､ 悩んでいる方がいたら､ 保健師への相談や
専門医を受診するなど早めの対処をおすすめします｡
予防法としては､ ｢自然の日光
によく当たること｣ です｡ 日光を
浴びることにより体内リズムを整
え､ 脳の働きが活発になります｡
また､ １日15分程度の軽い運動を
することも気持ちを落ちつかせる
効果があります｡
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○以前ならやれた仕事がうまくできない
○考えたり､ 集中したりする力が明らかに落ちる
○しょっちゅう悲しく､ 泣けてきてしまう
○自己否定的になる
○普段より睡眠時間が数時間長くなったり､ 朝起き
られない
○一日中､ 横になってすごしたい
○炭水化物に偏る食事をコントロールできない､ 太
る
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〈
あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
〉

と
い
う
森
林
伐
採
と
そ
の
後
の

放
置
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。
個
人
で
も
企
業

体
で
も
、
そ
の
場
限
り
の
仕
事

と
利
益
が
あ
れ
ば
、
後
の
こ
と

な
ど
知
ら
な
い
と
い
う
例
え
に

使
わ
れ
ま
す
。

増
川
、
浜
名
、
長
川
な
ど
町

道
か
ら
も
目
に
つ
く
手
入
れ
の

な
い
、
混
み
入
っ
た
ス
ギ
林
な

ど
を
放
置
し
て
お
い
て
も

｢

百

年
、
二
百
年
後
に
自
動
的
に
土

地
本
来
の
潜
在
的
植
生
に
戻
る｣

か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。
奥
の

方
の
ヒ
バ
、
ブ
ナ
林
帯
や
、
山

頂
付
近
の
ブ
ナ
林
帯
に
つ
い
て

も
同
じ
で
す
。

笹
竹

(

チ
シ
マ
ザ
サ
や
ク
マ

イ
ザ
サ)

が
優
勢
な
所
で
は
特

に
、
ブ
ナ
な
ど
の
更
新
は
望
め

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
は
藩

政
時
代
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

森
林
の
保
水
力
な
ど
多
様
な

機
能
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、

成
熟
し
た
森
林
資
源
を
保
持
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

い
わ
ば
矛
盾
し
た
こ
の
二
つ
の

課
題
に
ど
う
答
え
る
か
が
、
常

に
問
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

現
代
の
多
く
の
方
々
の
見
解

と
ほ
ぼ
共
通
す
る
の
は
、
林
業

研
究
者
と
し
て
著
名
な
藤
森
隆

郎
氏
の
言
う
次
の
三
点
で
す
。

①
持
続
的
に
管
理
し
て
木
材
生

産
で
き
る
所
を
し
ぼ
る
。
ス
ギ

な
ど
育
ち
易
い
土
地
が
各
地
に

あ
る
。
現
在
の
国
内
の
厖ぼ

う

大だ
い

な

不
良
人
工
林(

国
有
林
の
41
％)

す
べ
て
に
手
を
か
け
る
の
は
、

不
可
能
で
あ
り
現
実
的
で
な
い
。

そ
の
半
分
位
の
面
積
の
収
穫
量

で
、
国
産
材
の
需
要
増
大
に
十

分
寄
与
で
き
る
。

②
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
収

穫
で
き
る
針
葉
樹
な
ど
を
材
と

し
て
利
用
し
な
が
ら
、
自
然
侵

入
の
広
葉
樹
を
混
ぜ
、
一
部
は

混
交
林
と
し
て
い
く
。

③
そ
れ
以
外
の
経
済
林
と
な
り

に
く
い
、
奥
地
や
急
傾
斜
地
は

天
然
林
化
し
保
全
す
る
。

｢

天
然
林
に
は
老
令
と
か
、
過

塾
林
と
い
う
階
段
が
な
い｣

と

は
、
林
業
研
究
界
の
長
老
、
四

出
井
綱
英
氏
の
名
言
で
す
。
自

然
に
朽
ち
て
い
く
木
々
が
あ
る

天
然
林
の
環
境
に
は
、
生
態
系

を
保
証
す
る
仕
組
み
が
あ
る
の

で
す
。
奥
地
に
作
っ
た
人
工
林

を
水
土
保
全
林
な
ど
と
名
前
を

変
え
て
施
業
す
る
な
ど
は
好
ま

し
く
な
い
。
と
先
生
は
述
べ
て

い
ま
す
。
天
然
林
の
存
在
は
ま

た
、
人
工
林
の
病
虫
害
の
異
常

発
生
を
抑
え
る
環
境
と
し
て
も

働
く
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
対
し
て

｢

森
林
施
業
は
可
能
な
限
り
単

純
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い｣

と
す
る
反
論
も
あ
り
ま
す
。

林
業
基
本
計
画
の
言
う

｢

水

土
保
全
林｣

で
推
奨
さ
れ
て
い

る
長
伐
期
化
や
混
交
林
化
は
施

業
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
、

と
し
て

｢

広
く
従
来
通
り
の
単

純
な
単
層
林
の
施
業｣

を
求
め

る
、
皆
伐
人
工
造
林
論
で
す
。

し
か
し
国
有
林
、
民
有
林
と

も
森
林
の
持
続

(

保
続)

に
向

う
新
し
い
施
業
の
取
り
組
み
は
、

各
地
で
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

澤田 瑞穂さん
(今別八幡宮宮司)
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元
日
本
人
小
学
校
は
、
北
満
か
ら

の
難
民
で
溢
れ
て
い
る
。
二
泊
で
北

安
組
は
移
動
、
落
ち
着
く
先
は
千
早

町
、
元
飛
行
場
で
軍
属
の
住
宅
で
し

た
。道

路
の
向
い
側
は
関
東
軍
と
入
れ

替
っ
た
、
旧
ソ
連
兵
が
占
領
し
、
昼

で
も
電
気
の
つ
け
っ
放
し
、
私
達
難

民
は
夜
が
恐
ろ
し
い
。
電
気
は
つ
け

る
な
、
子
ど
も
を
泣
か
せ
る
な
と
息

の
詰
ま
る
日
々
が
毎
晩
続
き
ま
し
た
。

助
か
っ
た
の
は
飛
行
機
の
騒
音
で
、

征
弘
の
泣
き
声
が
少
し
消
さ
れ
る
事

で
し
た
。

そ
の
生
活
に
慣
れ
な
い
う
ち
に
、

征
弘
が
昼
夜
も
関
係
な
く
泣
く
。
異

常
だ
、
中
耳
炎
か
も
知
れ
な
い
、
冷

や
し
て
見
れ
ば
と
、
征
弘
を
抱
い
て

騒
音
の
激
し
い
方
へ
二
人
で
歩
く
、

旧
ソ
連
兵
な
ん
て
恐
ろ
し
い
も
の
か

｢

い
つ
で
も
死
と
向
か
い
合
っ
て
い

る
の
だ｣

二
人
で
自
分
の
部
屋
に
戻

り
、
朝
を
迎
え
た
。
左
耳
下
が
脹
れ

て
来
た
。

日
本
人
会
の
世
話
で
、
若
く
元
気

な
人
は
町
に
出
て
、
煙
草
の
行
商
。

売
上
げ
の
一
部
を
皆
の
食
費
に
、
コ
ー

リ
ヤ
ン
や
味
噌
、
に
ん
に
く
が
あ
れ

ば
冬
は
越
せ
る
だ
ろ
う
と
。
幾
ら
か

快
方
に
向
う
征
弘
と
、
リ
ュ
ッ
ク
に

持
つ
お
し
め
も
無
く
同
室
の
相
手
と

二
人
で
、
前
に
折
箱
を
首
か
ら
下
げ
、

公
園
や
大
き
な
病
院
の
前
が
よ
く
売

れ
る
場
所
。
征
弘
を
考
え
る
と
、
残

し
て
も
早
く
帰
り
た
か
っ
た
が
、
片

方
は
一
人
身
。
新
京
と
言
っ
て
も
十

二
月
半
ば
は
寒
い
、
そ
の
う
ち
腰
か

ら
下
が
暖
か
く
な
っ
て
来
る
。
征
弘

の
オ
シ
ッ
コ
、
そ
れ
が
後
々
冷
た
く

な
っ
て
来
る
。

征
弘
の
泣
声
、
寒
さ
、
そ
れ
で
も

煙
草
は
如
何
で
す
か
と
声
を
ふ
り
し

ぼ
り
叫
ぶ
。
自
分
の
部
屋
ま
で
３
㎞
、

冬
の
日
は
新
京
も
短
い
。
腹
も
減
っ

て
コ
ー
リ
ヤ
ン
粥
と
に
ん
に
く
の
味

噌
漬
け
が
美
味
し
い
。
私
が
食
べ
る

こ
と
は
征
弘
に
も
栄
養
が
行
く
と
元

気
づ
く
。

征
弘
が
早
く
良
く
な
る
た
め
に
も
、

明
日
は
も
っ
と
売
上
げ
を
多
く
し
よ

う
。
数
日
後
に
相
手
も
判
っ
て
く
れ
、

皆
に
相
談
し
、
明
日
は
私
一
人
で
あ

の
場
所
で
商
売
す
る
か
ら
大
き
い
病

院
で
診
て
も
ら
っ
た
ら

｢

皆
が
元
気

な
時
の
ユ
ー
ち
ゃ
ん
は
仲
間
の
マ
ス

コ
ッ
ト
だ｣

耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

て
は
大
変
だ
と
賛
成
し
て
く
れ
た
。

皆
の
厚
意
で
大
き
な
病
院
へ
行
く
こ

と
が
で
き
、
担
当
し
た
医
者
が
日
本

人
で

｢

痛
か
っ
た
だ
ろ
う｣

と
頭
を

な
で
て
く
れ
た
。

そ
の
時
で
す
。
私
が
見
付
け
た
ん

で
す
。
夫
は
ま
さ
か
生
き
て
妻
と
子

が
こ
ん
な
姿
で
こ
こ
に
居
る
と
は
思

わ
な
い
の
で
、
私
か
ら
声
を
か
け
た

と
た
ん
、
夫
は
男
泣
き
に
号
泣
し
征

弘
を
抱
き
締
め
ま
し
た
。｢

生
き
て

た
の
か｣

と
繰
り
返
し
ま
し
た
。
病

院
前
で
商
売
す
る
仲
間
に
礼
を
言
っ

て
、
千
早
町
に
行
き
、
県
人
会
の
人

達
に
も
礼
を
言
っ
て
特
に
荷
物
も
無

い
の
で
、
早
速
３
人
で
病
院
に
戻
り

ま
し
た
。

私
は
、
病
院
で
掃
除
婦
と
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
、
た
ま
に
白
米
も
食

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
頃
避
難
民
死
亡
の
大
半
は
、

発
し
ん
チ
フ
ス
で
し
た
。
衰
弱
し
て

い
る
私
か
ら
夫
へ
、
そ
し
て
征
弘
、

高
熱
の
病
気
な
の
で
、
苦
労
共
に
し

て
来
た
の
で
、
夫
よ
り
別
れ
が
つ
ら

か
っ
た
。
リ
ュ
ッ
ク
の
中
で
育
ち
、

死
ん
で
満
州
の
土
に
な
っ
た
征
弘
を

助
け
ら
れ
ず
…
…
。

そ
の
後
、
二
人
で
引
揚
船
に
乗
っ

た
。戦

争
は
風
化
さ
せ
る
な
と
口
先
で

言
っ
て
も
異
民
族
の
中
で
敗
戦
、
あ

の
苦
労
は
忘
れ
た
い
。
そ
し
て
こ
れ

以
上
の
事
は
、
私
の
心
の
中
に
一
生

閉
ま
っ
て
お
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
貨
物
船
Ｗ
Ｏ
２
７
号

佐
世
保
上
陸
、
夫
の
実
家
富
山
県
に

一
応
落
ち
着
き
ま
し
た
。
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・マイホームを住宅ローンなどで取得した場合
・多額の医療費を支払った場合
・災害や盗難にあった場合
・年の途中で退職し､ 再就職していない場合
平成18年分所得税の確定申告の受付は､ 平成19年２月16日 (金) から３月15日 (木) までの平日と２月18
日 (日) と２月25日 (日) ですが､ 還付申告は２月15日以前でも提出することができます｡
還付金の受取は銀行などの預貯金口座への振込みが便利です｡ また､ 納税は預貯金口座からの振替納税が
便利です｡
-./012"#

国税庁ホームページ (www.nta.go.jp) の ｢確定申告書等作成コーナー｣ をご利用ください｡ プリントア
ウトした申告書を税務署に送付することにより申告できます｡
また､ 作成した申告データをｅ－Ｔａｘに引き継いで電子申告することもできます (事前に届出が必要)
詳しくは､ ｅ－Ｔａｘホームページ (www.e-tax.nea.go.jp) をご覧ください｡
問い合わせ 青森税務署個人課税第一部門 (０１７－７７６－４２７９)

税務相談室 (０１７－７２３－２３７９)
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ＮＴＴでは､ ライフラインである重要なケーブルを地下に設置し､ 架空ケーブル (電柱に設置)
については､ あらゆる地域に設置されています｡
各種工事を進める上で特に､ 地下埋設ケーブル､ 架空ケーブル等にご配慮お願いいたします｡
ケーブルを切断した場合は､ 付近の電話が不通となり緊急連絡等が出来ない状態が発生する恐れ
があります｡
道路掘削を伴う工事の際は､ 最寄りのＮＴＴ東日本－青森へ必ずご連絡をお願いします｡ 工事
の立会いは無料です｡
��� �� ����	
�	�
��

｢電話ケーブル切断事故防止｣ について､ ご協力をお願いいたします｡
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１� 人身交通事故
外ヶ浜警察署管内 発生件数 ２９件 (前年比 －１５件)

死 者 １名 (前年比 － １名)
傷 者 ３６名 (前年比 －２４名)

今別駐在所管内 発生件数 ４件 (前年比 － ８件)
死 者 ０名 (前年比 ± ０名)
傷 者 ９名 (前年比 － ４名)

２� 物損交通事故
外ヶ浜警察署管内 発生件数 ２２５件 (前年比 －６５件)
今別駐在所管内 発生件数 １８件 (前年比 －２０件)

皆さんのおかげで交通事故は減少しましたが､ 交通事故はちょっとした油断から発生していま
す｡
運転者の方はもちろん､ 歩行者の方も交通ルールを守り､ 交通事故を起こさないよう､ また､
交通事故に遭わないようお互いに注意しましょう｡

�������� �����

刑法犯は概数ですが､
発生件数２０件 前年比 ＋１１件と大幅に増加しました｡

放火という凶悪事件の発生をみましたし､ 侵入盗も発生しています｡
この他にも盗難事件が発生していますので､ 被害に遭わないよう防犯に力を入れ､ 特に ｢自宅
や自動車には鍵をかける｣ ｢自動車の中には貴重品を置かない｣ 等を心がけましょう｡

��� !"#$%&' ��	���� !()*+, 
-	���.

���������		

青森今別会 (会長嶋中 一：大川平出身) は昭和55年に設立してから26年目を迎えました｡
同じ青森市に住む人たちが相寄って､ お互いの親交を深めるこ

とを目的としております｡
今別町の出身者で青森市に住んでいる方は､ 1,500円でどなた

でも自由に入会できます｡
事務局で３月末現在確認している名簿者数は372名 (総会に出

席された延会員数は92名) ですが､ まだ沢山の方が在住している
ようですので､ 家族・親類・友人・知人の入会をおすすめいたし
ます｡
入会される方は､ 住所・氏名・出身地・電話番号・勤務先など

を事務局へお知らせ下さい｡
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� � 平成19年２月10日 (土)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館
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� � 平成19年２月14日 (水)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館
� � � 	 ��������
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県では､ 個人事業税､ 法人県民税・事業税､ 自動車税及び軽油取引税の口座振替の申込みを受け付けて
います｡
県税の納税は､ 便利で安全・確実な口座振替をご利用下さい｡
申込方法は､ 通帳と預金届出印をお持ちのうえ､ 所定の用紙で､ 最寄りの取扱金融機関､ 各地域県民局
県税部又は県税事務所にお申込みください｡
なお､ 口座振替の内容､ 申込期限､ 取扱金融機関など､ 詳しくは､ 青森県税事務所総務課までお問い合
わせください｡ ℡ ０１７－７３４－９９７０
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当日､ 用事等で来所できない場合は､ 自宅でも受付してますのでお気軽にご連絡下さい｡

��������	
��
���������������
���� ��!"#�$%&�'

(��)*+,-./01232��4!5672389

������	���
:";<=�>?�� �'(��)*+,-.@ABC�D0)*�2E

FG2EHI��9�I2���'(+,-?�#�$%&�JKLMN�4O"�%&8PE
QG

8�N�4M���.R2ST389

'(��)*+,-UV	WXYZ

[\]^_U`abcdZ efghij

[\]Cb�kUlGbcmnZ oim

p��������	
��
�������
q8�rst
u�E?�vu���w
!s�Cx

7HI��yz!{�2389

| }~����}

�����������?���lG2E���kbcUlGmnZ.�c��
A62E��8��

����4���>����
�T�����M���H"
M"��klGmn�A������

�A
NuM��9

��������	
��
��������

������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� 																									 
























 ������������������������� ������������������������� 
























 ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� ������������������������� �������������������������

���
��������������

�� � � � ������������	
�
��
������	��


����

�� � �  ��������	���

�		�
�� !�"#$%&'()*+,-./

�� � ! " 0123456789:2;<=�01�>?@A�BCDE�;FGHIJKA�

LM�NO9:=P5QR=;STU2VWX

���#$% Y7Z[\�]E;FS�01^H-_`

�a�bcde fghijkl jkmn o�p�[���

����������������

�����������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



���������	
��
�����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
 
�
!
"
#
$
%
&
'
(
)
%
*
'
+
,
-
�
.

/
�
0
�
1
2
3
4
5
6
7
#
	
8
�
9
:
�
;
�
1

2
3
�
�
�
�
<
=
>
?
�
8
@
A
�
:
B
C
D
�
E
�

F
G
H
�
I
�
J
�
K
L
�
:
�
A
�
�
E
M
N
O
P

�
Q
R
�
�
�
:
�
S
T
U
V
'
�
W
X
�
�
Y
Z
[

�
\
�
	


]
Z
^
_
V
O
�
W
X
�
�
�
S
T
U
V
'

`
T
O
%
�
a
�
	
b
�
c
d
`
T
N
O
e
�
�
d
�

f
Z
�
S
T
U
V
'
`
T
O
%
�
g
h
9
:
0
�
i
�

	
�
`
T
O
%
j
k
�
l
m
n
�
o
p
�
�
q
O
r
�

s
t
X
�
`
T
'
O
%
u

�
�
v
�
�
w
i
=
�
x
�
�
y
�
z
�
�
�
�
{

|
L
�
 
�
}
~
0
�
t
#
	
�

�
 
�
C
D
�
�
�
�
�
:
�
K
�
�
�
�
9
:
�

�
k
i
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
i
�

i
�
	
�

L
�
�
R
�
�
�
�
�
�
�
�
(
%
�
�
�
�
�
9

R
�
^
�
=
i
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
d
¡
¢
�
�
�
c
£
¤
¥
�
¦
0
§
¨
�
i
�
�

�
�i
	
�
9
©
�
ª
�
O
«
(
¬
O
­
:
�
�
®
7
�

�
�
�
�
¯
°
�
;
�
B
±
�
�
O
«
(
¬
O
­
0
�

²
�
³
�
�
�
´
µ
ª
�
�
´
¶
·
�
�
Y
´
´
´
¸

�
�
�
¹
Z
º
�
�
»
¼
½
�
¾
¿
�
u

À
R
�
�
�
�
`
Á
Â
¶
·
�
�
�
�
�

	
i
0
�
`
Á
Â
U
r
¶
·
	
�
8
�
w
�
�
 
9
�

´
´
´
´
´

Ã
´
´
´
´
´
´
�

²
L
©
�
�
�
´
´
´
6
�

¸

Ä
Å
Æ
Ç

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																		

















������������������������������������

















������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������                  !!!!!!!!!!!!!!!!!!""""""""""""""""""##################$$$$$$$$$$$$$$$$$$%%%%%%%%%%%%%%%%%%&&&&&&&&&&&&&&&&&&''''''''''''''''''(((((((((((((((((())))))))))))))))))

��������

	
��
�������

������������� !��"#$%�&'��()*

��(+���(�,*

※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
14
年
４
月
２
日
誕
生

日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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まちの行事予報 ２／１～３／10

日 曜 行 事 予 定 (場所)

９ 金 今別町社会福祉大会

11 日 今別町消防団鎮火祭 〈今別八幡宮〉

婦人演芸会 〈開発センター〉

18 日 荒馬っ子スポーツフェスティバル 〈町立体育館〉

22 木 家庭介護講習会 〈開発センター〉

23 金 救急員救急法講習会 〈開発センター〉

26 月 県立高校前期選抜検査日

３月

２ 金 今別高校卒業式

６ 火 今別中学校卒業式

９ 金 第５回キクの会 〈開発センター〉
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
市
町
村
が
行
う
地
域

生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
た
。
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知
的
障
害
者
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
字
句
の
改
正
。
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助
成
対
象
者
の
属
す
る
世
帯

の
所
得
の
上
限
を
現
行
の
６
百

70
万
円
か
ら
６
百
万
円
に
改
め

た
ほ
か
、
字
句
の
改
正
。
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主
に
、
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、｢

助
役｣

が

｢

副
市
町
村
長｣

に
、｢

収
入
役｣

が

｢

会
計
管
理
者｣

に
改
め
ら

れ
た
こ
と
に
伴
う
字
句
の
改
正

等
。
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今
ま
で
各
市
町
村
が
行
っ
て

い
た
老
人
保
険
制
度
に
代
え
て
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
給

付
に
つ
い
て
は
平
成
20
年
度
か

ら
各
都
道
府
県
単
位
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
青
森
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
設

立
す
る
た
め
の
規
約
を
可
決
し

た
。
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青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理

組
合
、
青
森
県
市
町
村
等
非
常

勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
、

青
森
県
自
治
会
館
管
理
組
合
、

青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
の
４

組
合
組
織
を
青
森
県
消
防
補
償

等
組
合
が
名
称
変
更
す
る
青
森

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
統

合
し
、
一
つ
の
組
織
と
す
る
た

め
の
議
案
を
可
決
。

�
*
+
&
,
�
-
.
�
/
0
1

2
3
4
�
�
�
�

社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
道
路

整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見

書
。
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可
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,����-

・旧老人憩いの家外解体撤去工事費 ���万円

・巡回バス購入費 △ ���万円

・重度心身障害者医療費 △ ���万円

・パイプハウス材料費 △ ���万円

・除雪機購入費 △ ���万円

,������-

・医療費拠出金 �,�	�万円

,!"�#����-

・居宅介護サービス給付費 △ ���万円

・施設介護サービス給付費 	,	��万円

,!"$%&'����-

・暖房用燃料費 �	�万円

,()*+��-

・配水管布設工事 △ 	�
万円
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毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
る
い
じ
め
等

に
よ
る
自
殺
問
題
に
は

心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

問
題
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。

ご
家
族
に
と
っ
て
は
や
り
き
れ

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
も
し
我
が

家
に
起
き
た
ら
と
思
う
と
身
震

い
が
す
る
衝
動
に
か
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
に

自
殺
予
告
の
手
紙
が
20
通
以
上

も
届
い
て
い
る
と
い
う
考
え
も

及
ば
な
い
よ
う
な
行
動
も
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
幸
い
に
も
こ
の
よ

う
な
問
題
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ

ん
が
、
町
民
全
体
に
わ
が
町
で

は｢

い
じ
め｣

は
な
い
と
安
心
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
教
育
委
員

会
に
現
状
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

当
町
で
の｢

い
じ
め｣

に
つ
い
て
は
、
学
校
か

ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ

た
結
果
、
全
国
的
に

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
卑
劣
な
行
為
は
小
・

中
学
校
と
も
に
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
だ
し
生
徒
同
士
の

思
い
の
ぶ
つ
か
り
合
い
等
は
見

ら
れ
る
の
で
、
学
校
で
は
そ
れ

ら
を
見
逃
す
こ
と
な
く
把
握
し
、

問
題
解
決
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
、
学
校
だ
け
で
は
発

見
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
力
や
各
関
係
機
関
の
協
力

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
人
の
皆
さ
ん
に
は
子
供
た
ち

が
相
談
し
や
す
い
家
庭
環
境
、

地
域
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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最
近
、
健
康
増
進
の

た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
る
人
が
増
え
て

お
り
ま
す
。

西
部
漁
協
前
は
車
の

通
行
も
少
な
く
、
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
し
て

い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

街
路
灯
が
点
灯
さ
れ
て
い
な
い

た
め
怖
く
て
歩
け
な
い
と
の
苦

情
が
あ
り
ま
す
。
電
気
料
の
節

約
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
犯
罪

等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
何
か

対
策
が
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

ご
質
問
の
街
路
灯
は
、

県
が
事
業
主
体
と
な
り

漁
港
関
連
施
設
と
し
て

整
備
し
県
が
管
理
し
て

お
り
ま
す
が
、
日
常
管

理
は
町
や
漁
協
が
行
っ
て
お
り

ま
す
。
街
路
灯
に
つ
い
て
は
漁

協
が
行
い
、
電
気
料
に
つ
い
て

も
漁
協
の
負
担
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

漁
協
施
設
と
し
て
常
時
点
灯

す
る
と
高
額
な
電
気
料
と
な
る

た
め
、
現
在
は
経
費
節
減
の
た

め
消
灯
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
増
進
の
た
め
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
す
る
方
も
時
間
帯
や
服
装

等
を
工
夫
し
な
が
ら
、
安
全
に

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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町
営
バ
ス
は
運
行

コ
ー
ス
、
時
間
、
発
着

場
所
、
児
童
の
送
迎
等

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
協

議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
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ろ
で
す
。
し
か
し
、
曜
日
や
時

間
帯
に
よ
っ
て
は
空
車
に
近
い

状
態
で
走
っ
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
現
在
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。
ま
た
、

具
体
的
な
改
善
策
や
計
画
が
あ

れ
ば
伺
い
ま
す
。

巡
回
バ
ス
の
利
用
状

況
は
、
４
月
か
ら
11
月

ま
で
の
海
岸
方
面
の
利

用
者
は
１
９
、１
８
８

人
で
、
内
54
％
が
患
者

や
福
祉
乗
車
証
を
持
っ
て
い
る

方
で
す
。
山
方
面
の
利
用
者
は

６
、４
６
８
人
で
、
そ
の
84
％

が
患
者
や
福
祉
乗
車
証
を
持
っ

て
い
る
方
の
利
用
で
す
。

ご
質
問
の
よ
う
に
曜
日
や
時

間
帯
に
よ
っ
て
利
用
者
の
少
な

い
路
線
も
あ
り
ま
す
の
で
、
山

方
面
の
路
線
の
一
部
廃
止
を
含

め
、
巡
回
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
２
月

ま
で
に
利
用
実
態
に
即
し
た
改

善
策
を
取
り
ま
と
め
、
４
月
か

ら
は
新
し
い
運
行
形
態
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
主
要
な
事

業
計
画
、
公
共
事
業
・

地
域
活
性
化
事
業
・
福

祉
対
策
・
少
子
化
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
計
画
の
基
本
を

ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

の
か
、
さ
ら
に
定
率
減
税
の
改

定
で
見
込
め
る
増
収
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

定
年
退
職
の
人
員
は
、
厳
し

い
財
政
の
中
で
は
財
政
計
画
に

大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。

10
月
の
議
員
全
員
協
議
会
と
11

月
の
議
員
全
員
協
議
会
の
資
料

で
は
定
年
退
職
者
の
費
用
の
数

字
が
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

新
年
度
の
主
要
な
事

業
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
財
政
状
況
で
は

融
雪
溝
整
備
事
業
な
ど

の
継
続
事
業
を
主
体
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

｢(

仮
称)

奥
津
軽
駅｣

を
核
と

し
た
計
画
作
り
に
着
手
す
る
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
創
意
工
夫
し
町
民

生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

財
政
運
営
計
画
を
策
定
し
、
そ

れ
に
沿
っ
て
財
政
運
営
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

定
率
減
税
の
改
正
に
よ
る
増

収
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
は
定
率
減
税
の
見
直
し

の
他
に
老
齢
者
控
除
廃
止
や
公

的
年
金
所
得
者
の
見
直
し
な
ど

も
あ
り
、
定
率
減
税
に
限
っ
て

の
増
収
見
込
み
額
の
算
出
は
難

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平
成

17
年
度
と
平
成
18
年
度
の
当
初

賦
課
の
比
較
で
は
所
得
割
の
人

員
で
79
人
、
税
額
に
し
て
190
万

程
度
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

定
年
退
職
者
の
数
値

の
違
い
で
す
が
、
定
年

退
職
者
の
影
響
年
度
と

い
う
こ
と
で
示
し
た
も

の
で
、
19
年
度
の
退
職

者
の
額
は
20
年
度
に
影
響
が
出

る
と
い
う
こ
と
で
提
示
し
ま
し

た
。
総
計
数
で
10
月
の
資
料
で

は
定
年
退
職
者
数
が
26
人
で
し

た
が
、
再
精
査
し
た
結
果
27
人

と
い
う
こ
と
で
11
月
の
資
料
に

示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
願
い
ま
す
。
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パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
事
業

へ
の
申
し
込
み
は
４
名

と
い
う
が
、
そ
の
後
、

農
家
の
不
安
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
新
た
な
希

望
者
を
募
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

そ
し
て
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
説
明
願
い
ま
す
。

ま
た
、
町
は

｢

品
目
横
断
的

経
営
安
定
化
対
策
事
業｣

を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
認

定
農
家
や
集
落
営
農
組
織
を
作

り
価
格
補
償
な
ど
の
援
助
を
す

る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
多
く

の
農
家
を
対
象
外
に
す
る
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
今
後
の

農
業
に
展
望
を
も
て
な
い
状
況

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
信
頼
の
い

た
だ
け
る
改
善
や
独
自
の
対
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
事
業

は
４
名
で
実
施
さ
れ
る

予
定
で
お
り
ま
す
。
地

域
の
特
産
品
づ
く
り
に

向
け
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
種
苗
会
社

を
招
い
て
学
習
会
の
開
催
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、

こ
れ
ま
で
の
意
見
を
集
約
し
た

作
物
の
特
定
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
の
農
業
振
興
策
と
し
て

は
、
野
菜
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
の
指
導
・
育
成
や
、

積
極
的
に
農
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
担
い
手
農
家
の
育
成
・
確

保
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
今

回
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
、
地
域

の
施
設
野
菜
栽
培
の
広
が
り
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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融
雪
溝
工
事
の
着
工

が
遅
れ
て
お
り
、
降
雪

期
に
利
用
で
き
る
の
か

と
不
安
と
不
満
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
入
札
の

遅
れ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
事
業

計
画
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
ま

た
、
当
面
の
水
量
確
保
と
根
本

的
、
抜
本
的
水
量
確
保
対
策
が

早
急
に
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
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ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答
弁
を
求
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
で
購
入
し
た
除

雪
機
の
具
体
的
活
用
計
画
、
高

齢
者
・
障
害
者
等
の
除
排
雪
支

援
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
答
弁

を
求
め
ま
す
。

融
雪
溝
工
事
に
つ
い

て
は
９
月
発
注
の
予
定

で
し
た
が
、
単
価
組
替

時
期
で
あ
っ
た
た
め
発

注
が
遅
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
一
日
も
早
く
利
用
で
き

る
よ
う
指
示
・
監
督
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

水
量
確
保
に
つ
い
て
は
、
町

内
会
へ
の
説
明
会
の
際
に
サ
イ

ホ
ン
か
ら
取
入
れ
ま
で
の
水
路

状
況
を
説
明
し
、
管
理
も
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

小
学
校
付
近
の
水
路
断
面
の
小

さ
い
と
こ
ろ
を
工
事
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
順
次
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

除
雪
機
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

町
職
員
２
名
、
嘱
託
職
員
２
名

で
除
雪
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
雪

の
排
雪
と
、
凍
結
防
止
剤
の
散

布
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
大

泊
か
ら
海
岸
方
面
の
除
雪
も
町

直
営
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
も
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
を
取
り

合
い
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
組
織
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
で

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
対
象
者

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ほ
の
ぼ

の
協
力
員
や
民
生
委
員
等
が
巡

回
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
連

絡
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
県
共
同
募

金
会
か
ら
小
型
の
除
雪
機
械
１

台
が
寄
贈
と
な
り
、
各
地
区
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
除
排
雪
に
活

用
で
き
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
各
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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子
供
の
い
じ
め
・
自

殺
・
未
履
修
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
が
こ
こ
ま

で
深
刻
に
な
っ
た
根
底

に
は
、
子
供
と
学
校
を
競
争
に

追
い
込
む
政
府
の
文
教
政
策
に

あ
り
ま
す
。
競
争
の
教
育
が
子

供
た
ち
に
ス
ト
レ
ス
と
圧
迫
感

を
も
た
ら
し
、
い
じ
め
の
温
床

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
の
い
じ
め
や
未

履
修
に
つ
い
て
の
現
状
と
町
独

自
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
伺
い
ま
す
。

国
会
で
論
議
さ
れ
て
い
る
政

府
の
教
育
基
本
法
改
正
案
は
、

競
争
を
あ
お
り
格
差
社
会
を
一

層
複
雑
に
し
て
い
く
も
の
で
、

慎
重
審
議
論
が
強
ま
っ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い

ま
す
。

い
じ
め
に
つ
い
て
の

町
の
現
状
は
福
士
議
員

に
お
答
え
し
た
こ
と
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

未
履
修
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
高
校
で
問
題
に
な
っ

た
も
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に

｢

必
修
と
す
べ
き
も
の｣

と
は

何
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

教
育
基
本
法
改
正
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
国
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
慎
重

審
議
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
考
え
に
変
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
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第366回臨時会が１月16日開催され､ 今別町農業委員会の定数条例の一部を改正する条例が賛成

多数で可決され､ 選挙による委員の定数が10人から６人に削減されました｡

なお､ この条例は次の選挙 (３月予定) から適用されます｡
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平
成
18
年
11
月
24
日
第
364
回

臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、｢

な
か

や
ま
荘
・
ひ
よ
り｣
の
民
間
移

譲
を
含
む
８
件
の
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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特
別
職
及
び
教
育
長
の
期
末

手
当
を
平
成
18
年
12
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
６
月
30
日
ま
で
の

間
、
本
来
の
支
給
額
に
次
の
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す

る
こ
と
と
し
た
。

町

長

百
分
の
七

助

役

百
分
の
四

収
入
役

百
分
の
三

教
育
長

百
分
の
二
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そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を(

仮
称)

社
会
福
祉
法
人
双
樹
苑
へ
移
譲

す
る
た
め
、
設
置
条
例
を
廃
止

し
た
。

�
�
�
�
?
@
A
�
B
C
�
D

E
F

な
か
や
ま
荘
、
ひ
よ
り
の
施

設
用
地
を
一
億
円
で

(
仮
称)

社
会
福
祉
法
人
双
樹
苑
へ
譲
渡

す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、

老
人
福
祉
施
設
の
用
地
に
供
す

る
も
の
と
し
、
社
会
福
祉
法
人

の
設
置
認
可
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
条
件
と
し
た
。

�
�
�
�
?
@
A
�
G
H
B
C

�
D
E
F

な
か
や
ま
荘
、
ひ
よ
り
の
建

物
を

(

仮
称)

社
会
福
祉
法
人

双
樹
苑
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
老
人
福
祉

施
設
運
営
に
供
す
る
も
の
と
し
、

社
会
福
祉
法
人
の
設
置
認
可
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
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雪
が
な
く
て
穏
や
か
な
新
年
を

迎
え
、
い
い
年
な
の
か
な
あ
と
思

う
反
面
、
ス
キ
ー
場
や
冬
期
の
除

排
雪
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
達

に
と
っ
て
は
、
や
き
も
き
し
て
い

る
年
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
北
海
道
新
幹
線

関
係
の
用
地
測
量
や
買
収
が
い
よ

い
よ
始
ま
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
雇
用
の
機
会
も

あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

い
ず
れ
に
し
て
も
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
良
い
お
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。
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10
月
３
日

北
海
道
新
幹
線
開
業

促
進
特
別
委
員
会

５
日

議
員
全
員
協
議
会

６
日

今
別
高
校
創
立
60
周

年
記
念
式
典

16
日

県
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

24
日

東
郡
町
村
議
長
・
副

議
長
研
修
会

26
日

議
会
広
報
委
員
会

29
日

国
道
280
号
バ
イ
パ
ス

建
設
及
び
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
総
決
起

大
会

11
月
１
日

町
褒
賞
授
与
式

２
日

知
事
を
囲
む
行
政
懇

談
会

10
日

議
長
・
事
務
局
長
研

修
会

13
日

施
設
運
営
特
別
委
員

会

15
日

県
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

17
日

県
高
規
格
道
路
建
設

促
進
期
成
会
総
決
起

大
会

新
時
代
地
方
行
革
セ

ミ
ナ
ー

20
日

議
員
全
員
協
議
会

22
日

全
国
町
村
議
会
議
長

大
会

総
務
文
教
常
任
委
員

会

24
日

臨
時
議
会

28
〜
29
日

長
野
新
幹
線

｢

佐
久
平
駅｣

視
察

(

北
海
道
新
幹
線
開

業
促
進
特
別
委
員
長

30
日

産
業
建
設
常
任
委
員

会

12
月
１
日

議
会
運
営
委
員
会

７
日

郡
社
会
福
祉
大
会

８
日

総
務
文
教
常
任
委
員

会

８
〜
13
日

定
例
会

13
日

議
会
広
報
委
員
会

14
日

Ｊ
Ｒ
北
海
道
函
館
支

社
表
敬
訪
問
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